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発
行
日
令
和
二
年
一
月

一
日

「
子
」
と
い
え
ば
干
支
の
順
番
を
決
め
る
際
に
、

牛
の
背
中
に
乗
っ
て
移
動
し
、
最
後
に
飛
び
降
り

て
一
番
に
な
っ
た
ネ
ズ
ミ
の
逸
話
が
有
名
で
す
が
、

「
子
」
と
い
う
漢
字
に
は
も
と
も
と
命
の
芽
生
え

や
増
加
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ネ
ズ
ミ

は
、
日
本
を
平
定
さ
れ
た
大
国
主
神
を
助
け
た
神

使
で
、

子
孫
繁
栄
・
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「

庚
子
(
か
の
え
ね
)
」

の
年
。
木

令
和
二
年
は

火
土
金
水
の
五
行
の
金
で
あ
る
庚
と
水
の
性
質
を

持
つ
子
は
互
い
が
相
乗
効
果
で
良
い
相
性
を
生
む

の
関
係
で
す
。

「
相
生
」
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正
月
を
迎
え
て


発
行
米
之
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浅
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神
社

平
四
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六

l
O

O

令
和
二
年
庚
子
(
か
の
え
ね
)
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
皇

室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
御
平
安
を
お
祈
り
中
上
げ

宇
品
、
す
ノ
。

「
正
月
奉
納
行
事
」

当
神
社
境
内
に
て
以
下
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す

1
月
2
日
(
木
)

九
時
十
五
分

1
尺
八
、
詩
吟
朗
詠
(
竹
友
会
・
岳
心
流
吟
友
会
)

九
時
四
五
分

1
古
武
道
演
武
(
総
合
福
祉
武
道
学
会
・
神
刀
正

統
惇
承
渡
辺
流
)

十
一
時 

1
木
遣
り
、
梯
子
乗
り
(
富
士
若
鳶
会
、
気
組
、
富

士
木
遣
り
愛
好
会
、
青
柳
会
)

1
月
3
日
(
金
)

十
時 

1
巻
藁
射
礼
(
富
士
市
号
道
協
会
会
員
)


十
一
時

1
甲
子
様
子
(
富
士
本
町
甲
子
磯
子
保
存
会
)


正
午 

1
馬
号
神
事
(
紅
葉
台
木
曽
馬
牧
場
)


節

分

祭

・

豆

ま

き

式

二

月

三

日

一
回
目
十
二
時
三
十
分
頃

1

(
月
)

二
回
目
十
四
時
三
十
分
頃

1

三
回
目
十
六
時
三
十
分
頃

1

※
厄
除
・
招
福
祈
願
神
事
の
受
付
中
、
詳
細
は
社
務
所
ま
で

子
年
は
四
年
に

一
回
の
閏
年
で
も
あ
り
、

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
年
。
今
年
は
い
よ
い
よ
五
十

六
年
ぶ
り
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・

。ハ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

ー‘



行
い
、
門
松
や
注
連
飾
り
等
の

正
月
飾
り
を
準
備
し
て
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ 
h

フ
。

厄
年
の
年
齢
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
、
体
力
的
、
家

庭
環
境
的
、
或
は
対
社
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
転
機
を
迎
え
、

災
厄
が
起
こ
り
ゃ
す
い
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

厄
年
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
厄
誠
い
や
厄
験
竹
の
ご
祈

願
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
数
え
年
は
、
誕
生
日
前
の
場
合
は 
2
歳
、
誕
生
日
を

迎
え
て
い
る
場
合
は
、
-
歳
を
足
し
て
計
算
し
ま
す
。 
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T
今

A
l

暮
ら

捧
げ
る

ん
ゆ
智
生
な

大
き
な
出
来
事
が

人
は
、
報
告
し
、
新
た

活
の
平
穏
を
祈
り
ま

の
ま
つ
り
坊
に
A
d
hr
マ
詳
し
く
は
左
記
の 
Q
R
か
ら 

1
本
庁 
H
P

へ

，

神
社
で
は
、
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
初
宮
参
り
・
七
五
三

世
間
・
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
・
交
通
安
全
・
縁
結
祈
願
・
安
産

祈
願
・
病
気
平
癒
・
地
鎮
祭
・
竣
工
祭
・
自
動
車
清
械
な
ど

様
々
な
ご
祈
願
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
よ
り
神
さ
ま
に
近
い
場
所
で
、
願
意
を
届
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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ご
祈
願
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
神
社
ま
で

回若開田
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令和2年厄年表� 

| 男性
量~前!亘込4 純二ー..函� 

24歳 25歳 26歳

• 
(平成9年生)� (平成8年生)� (平成7年生)� 

41歳
(昭和55年生)� 

42歳
(昭和54年生)� 

43歳
(昭和53年生)� 

60歳
(昭和36年生)

61歳
(昭和35年生)� 

62歳
(昭和 34年生)� 

ー� 

18歳 19歳 20歳
(平成15年生)� (平成14年生) (平成13年生)� 

32歳 33歳 34歳
(昭和臼年/平成元年生) (昭和63年生)� (昭和62年生)� 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

一
年
の
幸
せ
と
実
り

を
も
た
ら
し
て
下
さ
る
歳
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
た

め
に
、
ま
ず
家
の
内
外
を
掃
除
す
る
「
煤
払
い
」
を

家
庭
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、

一
般
的
に
は
五
十

日
を
忌
中
と
し
て
故
人
を
偲
び
、

お
ま
つ
り
を
遠
慮

し
ま
す
が
、
忌
が
明
け
れ
ば
通
常
の
生
活
に
戻
り
ま

す
。
忌
の
期
間
が
正
月
を
ま
た
ぐ
場
合
は
、
忌
が
明

け
て
か
ら
お
神
札
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
械
と
は
記
紀
神
話
に
描
か
れ
る
伊
弊
諾
尊
(
い
ざ

な
ぎ
の
み
こ
と
)
の
模
一
臓
を
起
源
と
し
、
知
ら
な
い

聞
に
犯
し
た
罪
や
過
ち
心
身
の
綴
れ
、
災
い
を
誠
い

清
め
、
清
ら
か
で
正
常
な
姿
を
取
り
戻
す
た
め
の
お

祭
り
で
す
。
多
く
の
神
社
で
は
年
に
二
度
、
六
月
の

夏
越
の
献
と
十
二
月
の
年
越
の
臓
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
破
詞
を
唱
え
、
紙
を
人
の
形
に
切
っ
た
人
形
(
ひ

と
が
た
)
等
を
用
い
て
身
に
つ
い
た
犠
れ
を
誠
い
、

無
病
患
災
を
祈
る
た
め
、
茅
や
藁
を
束
ね
た
茅
の
輪

を
神
前
に
立
て
て
、
こ
れ
を
く
ぐ
り
ま
す
。


